
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 技術移転センター 教授室 

ＶＩＭＳの応用による景観予測 

研究のポイント 

研究の背景 

技術適用例 

堤防高さ１４ｍでは、居住地から海水面が見えないが、７ｍだと見える。 

３ＤＧＩＳ（ＶＩＭＳ）とＣＧ作成ソフトを組み合わせて景観をシミュレートする。 

堤防高７ｍ案 堤防高14ｍ案 被災後 

施設整備後のイメージを予測するため、ＶＩＭＳ（農工研ＧＩＳ）と連動した景観シミュレーション技
術を開発した。復興計画案の住民説明において、理解促進に有効に働く。 

堤防高さや施設配置の変化、また、居住地移転による視点場の変化等の整備後の状況を視覚
的に確認することは、住民にとって、計画案に対する重要な意志決定の要件となる。 

利用方法 

高さや配置だけではなく、法面素材やデザインの違いによる見えかがりも検討できる。 

３次元表示の可能なＧＩＳ「ＶＩＭＳ」上で、視点位置とデジタル画像の撮影位置を重ね合わせ、  

  標高、方向等を一致させる。 

 計画案のＣＧ画像を組み合わせることにより、現実感の高い景観イメージを簡易につくりだ 

  せ、住民が復興後の生活行動をイメージできる。 


